
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[033]マダケ林の生産組織に関する研究

青木, 尊重

https://doi.org/10.15017/14987

出版情報：九州大学農学部演習林報告. 33, pp.1-158, 1961-03. 九州大学農学部附属演習林
バージョン：
権利関係：



上マ ダ ケ 林 の 生 産 組 織 に 関 す る研 究

青 木 尊 重

                 Takashige Aoki 

Studies in Organization of Phyllostachys Bambusoides Stands

 R%x

第1章

§1

1

2

§Ⅱ

1

2

第 Ⅱ章

§1

1

2

i

ii

3

i

ii

4

§Ⅱ

1

2

i

ii

3

i

ii

iii

4

§皿

1

2

3

i

ii

4

i

緒 言

総 説

研究の目的

竹林の特性

研究の目的

試験地及び研究の梗概

試験調査地の概況

研究の梗概

竹稈材積並びに成長量

竹材の 「束」単位

序 説

測定方法及び資料

測定方法

資 料

測定結果

各束制の分析

平均算出入数

総 括

容積及び実材積

序 説

測定方法及び資料

測定方法

資 料

測定結果

竹稈の材積表

竹稈の簡易材積表

材積表の検討

総 括

成長量

序 説

試験地の概況

資料及び測定方法

資 料

測定方法

測定結果

筍の成長

i)

ii)

iii)

ii

i)

ii)

iii)

iii

5

第 Ⅱ 章

§1

§ Ⅱ

1

2

3

i

ii

iii

iv

V

4

i

ii

iii

§ 皿

1

2

3

4

§IV

§V

§Ⅵ

1

2

3

4

上長成長

直径成長

材積成長

林分の成長

新竹の発生

胸高直径及び伸長所要日数

林分成長経過

林分連年成長量

総 括

林分材積表並びに林分成長量表

序 説

資料の蒐集 ・測定

調査地

調査林分の選定

林分構成要素の測定

立竹本数

胸高直径

稈長林分材積

林分構成要素の総括

作業法の区分

集約な取扱い

粗放な取扱い

普通の取扱い

資料の検討

本数の算定

稈長及び枝下高

胸高断面積合計

材 積

地位の査定

材分材積表の調製

伐採量及び成長量の算定

伐採量の査定

成長量の査定

伐採率と林分平均胸高直径の関係

平均胸高直径上の恢復



5

i

ii

6

i

ii

§Ⅵ

i

ii

iii

iv

V

§Ⅵ

第w章

§1

§Ⅱ

§1旺

1

2

§IV

l

i

ii

2

i

ii

3

i

ii

4

i

ij

§V

l

i

ii

2

3

4

5

6

7

第V章

§1

§Ⅱ

豊凶性

林分平均胸高直径と豊凶性の関係

作業法及び地位と豊凶性の関係

林分別成長量

取扱い集約な林分

取扱い普通な林分及び取扱い粗放

な林分

林分材積表及び成長量表の検討

林分平均稈長

立竹本数

束 数

胸高断面積合計

稈実材積総 括

竹林の作業種試験

序 説

試験地の概況

試験方法

面 積

測定方法

試験結果

第1年 次の試験

測定方法

測定結果

第2年 次の試験

測定方法

測定結果

第3年 次の試験

測定方法

測定結果

第4年 次の試験

測定方法

測定結果

総 括

発筍経過

総体的な発筍並びに新竹発生

作業法別の発筍並びに新竹発生

新竹本数分配

新竹の胸高断面積

稈長及び枝下高

成長量

林分の恢復

総括的考察

竹林の生産組織

序 説

立竹構成

1

i

ii

2

i

ii

3

§ 皿

1

2

3

i

ii

iii

4

§IV

1

2

3

i

ii

4

§V

1

2

i

ii

iii

3

i

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

ii

1)

2)

4

§Ⅵ

1

i

ii

iii

iv

立竹構成の意義

静的構成

動的構成

立竹構成の分析

地上部分の構成

地下部分の構成

総 括

竹林作業法

序 説

作業法の分類根拠の検討

竹林作業種の分類

皆伐作業法

残伐作業法

択伐作業法

総 括

伐期令

序 説

伐期令要否の問題

伐期令の種類

更新上最適の伐期令

工芸上最適の伐期令

総 括

収穫予定法

序 説

竹林の収穫予定の検討

竹林と樹林の相違に基く検討

既往の収穫予定法に基く検討

竹林における収穫予定の性質

竹林の収穫予定法

成長量法

平均成長量法

純粋連年成長量法

定期連年成長量法

照査法的成長量法

修正成長量法

法正利用率法

成長率法

面積法

皆伐区劃輪伐法

残伐区劃輪伐法

総 括

総合的組織化

作業級

序 説

作業級範囲の決定

伐採列区

輪伐期



2竹 林の法正状態

i序 説

ii竹 林の法正状態の概念

1)連 年伐採形式

2)隔 年伐採形式

3)3年 毎伐採形式

iii法 正状態の内容

1)法 正令階分配

2)法 正林分配置

3)法 正蓄積

4)法 正成長量

3竹 林施業法

i序 説

ii竹 林施業法

1)小 面積の施業法

2)大 面積の施業法

4総 括

第Ⅵ章 摘 要

引用文献Resume

緒 口

竹類 は気候温暖 な立地 に好 んで繁殖す る植物 であ って,そ の水平 的分布 は熱 帯地方 に特

に多いが,ま た亜熱帯 ・暖帯 な らびに温帯地方 に も産 し,笹 類 は寒帯 地方 に まで分布 して

い る.そ の垂直的分布 は ヒマ ラヤ山脈の海抜3,400m内 外 の高処 やア ンデス山脈の 海抜

4,000m内 外 の高処 にまで及 ぶ もの もあ り,ま た新高 山の3,000m以 上 の高処 に もニ イタ

カメダケが生育 してい る.ア ジア洲 は特 にその種類 に富み150種 に達 し,南 ア メリカには

約70種,そ の他の大陸では極 めて僅かで あって,ア フ リカ大陸 に5種,北 濠 洲に2種,欧

洲には原産 しないDと いわれてい る.し か しこれ らの うち産業上価値 のあ る種 類 として は,

ほ とん どわが国及び中国に産 す る竹類に限 られ るか ら,竹 材 は東洋 の特産品 であ るとい っ

て も決 して過言 ではない.

わが 国の気 候風土は竹類 の生育に最 も適 し,九 州 ・四国 ・本州 ・北海道 の至 るところに

分布 し,ほ とん どこれ をみない ところはない.そ の種類 も多 く,お よそ662種 と称せ られ,

これ に変種 を加 える と1,000種 に も及ぶ とい う.し か も産業上有用 な種類 に富み,古 来 器

物製作 に,鑑 賞用 に,さ らに筍 は食用 に供せ られて,吾 人の生活に欠 くこ との で きない も

の とな っている.

わ が国にお ける竹種 につい て,そ の分布状態 を概観 す ると,そ の大部分 は岩手県以南 に

生育す る.地 域別 の面積 は,九 州 は7.9万haで 大 きな モウソウチ クとマ ダケが多 く,四

国は1.5万haで マ ダケ とホテイチクを主 とし,本 州西南部 は4・7万haで モ ウソウチ ク ・マ

ダケまたはハ チクの類 に富み,中 部 は1.7万ha,関 東 は1.4万haで マ ダケ とハチ クが多 く

繁殖 してい るが,東 北 は0.5万haで ヤ ダケやメダケ が最 も多 く産出 し,北 海道 に渡れ ばネ

マガ リタヶや シャコタンチクをみ る2)3>.こ の ように,気 候温暖な地方 には大 きい種類 の竹

種 が多 く,寒 い地方 に行 くに従 って緩小 な種類 の ものが繁殖 してい る.ま た同一の種類 で

も暖地 の ものは寒 地の ものに比 して遙か に大 きい ものが産 出 されてい る.す なわちわが 国

の竹林 を竹種別 にみ ると,全 竹林の うちマダケ林が68%,モ ウ ソウチ ク林が20%を 占 め,

ま た地域 別にみ ると,九 州 ・四国 ・中国地方 で,わ が国マダケ林 面積の68%,モ ウ ソウチ

ク林面積 の63%を 占 めてお り,蓄 積量 ・生産量 な らび に用途 の上 か ら も,こ の両竹種が わ

が国にお ける主要竹種 であ り,し か も九州 ・四国 ・中国地方がわが 国竹資源 の密 集地域 で

あ ること も明 らか にされ てい る2).

以 上 は,天 然に生育 してい る竹 類の分布状態 で あるが,竹 林 を人 工的 に育成 してい る状


